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ネットワークカード

パソコン(パーソナルコンピュータ)のPCカードスロットに装着するネットワークPCカード製品を示す｡日立製作所は,uN,モデム,ISDN,ディ

ジタルセルラーなど多様な品ぞろえを進めており,ユーザーの要求に合わせてさまざまな通信網を使ったネットワークシステムを構築している｡

コンピュータネットワークでのデータ通信インフ

ラストラクチャは,21世紀に向けて広域･構内の有

線通信･無線通信の両面で大きな変革期を迎えよう

としている｡

コンピュータでは小型･高性能化の進展により,

パソコン･ワークステーションを中心としたCSS

(ClientServerSystem)が急速に普及･拡大して

いる｡

無線通信ではさまざまな新サービスの予定があ

り,携帯型端末によるモバイルコンピューティング

が今後急速に拡大する気配である｡さらに,通信レフ1

線のディジタル･高速化技術の発展によって多様な

サービスが提供され,最近の応用面ではマルチメデ

ィア通信が増えてきている｡

一方,ユーザーの情報システムでは,いつでも,

どこからでも情報をアクセスできる戦略的ビジネス

展開の構築が最重要課題となっている｡このような

情報システム構築の柔軟性を実現するため,パソコ

ンおよびネットワークカードの利用が拡人してきて

いる｡

そのため,日立製作所はさまざまな用途に適応し

た高性能･高機能なネットワークカード製品をそろ

え,コストパフォーマンスの高いシステム構築を叫

能としている｡

*

rl立製作所オフィスシステム事業部
**
日立製作所システム開発研究所
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n はじめに

近年,半導体･高密度実装技術などの著しい発丘引こ伴

い,パソコン･ワークステーションの処理能ノJ,蓄桔能

力および周辺制御機能が大幅にパワーアップし,また,

機器の小型･軽堤･省電力･低仙倍化も大帖に進んでい

る｡一方,データ通信の一牡界はWAN(Wide Area Net-

work)･LANの有線通信,無線通信の両方でディジタル

化･高速化およびマルチメディア化が急速に進み,通信

lロ‾ほ泉もグローバルな環境で多種･多様化が進んでいる｡

このような状況により,コンピュータネットワーク構

築で,小川りが利くパソコン･ワークステーションを中

心としたライトサイジング化,オープン化の潮流が什ミじ

ており,特にCSS,PC LAN,モバイルコンピューティ

ングおよびインターネットの発展が著しい｡

このような垂加占=こ対応し,パソコン･ワークステーシ

ョン周辺制御機構であるネットワークカード製.7,の性能･

機能l占J上も著しく進展している｡ここでは,‖立製作所

のパソコン｢FLORAシリーズ+でのこれらさまぎまなコ

ンピュータネットワークに対応した,ネットワークカー

ドの製品開発,およびそれを適用したリモートLANアク

セスやモバイルコンピューティングなどのネットワーク

システムに対する取組みについて述べる｡

8 ネットワークカードの開発

2.1パソコンカードへの.取組み

FLORAシリーズはパソコン市場で実質的に世界標準

となっているPC/AT削)二日二検機アーキテクチャ製品であ

り,ネットワークカードはこのアーキテクチャのISA

(Industry Standard Architecture)ボード仕様で製品を

そろえている｡しかし,近iFノートブック型パソコンに

代表されるようにパソコン本体の′ト型化,携帯型化が急

速に進んでおり,ネットワークカードを,この小型パソ

コンに内儀できるように小型･軽量･省電ノJ化すること

が必要である｡

以上を目的に業界標準としてICカードサイズの

JEIDA(社団法人 H本電子二上業振興協会)/f)CMCIA

(PersonalComputer Memory CardInternati()nal

Association)仕様PCカードが採川され,R寸二製作所はこ

のPCカード仕様ネットワークカードの製品化に横様的

に耳か)組んでいる〔図1(a)参照〕｡

また,カードサービスW2)やソケットサービス椚)ソフト

などとの連携により,｢スロットに差すだけですぐ動く+
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注2:[:::コは,日立製作所が製品化Lているネットワークカードを示す｡
(b)カード品種展開

注:略語説明

ATM(AsynchronousTransferMode)

Vl/F(lTリー丁勧告∨,24/V.28インタフェース)

×けF(lTUイ勧告X.21インタフェース)

トSDN(lntegratedSer〉icesDjg血INet､〃0rk)

PDC(Perso[alDiglta】Ce仙ar)

PHS(PersonalHandyPhoneSystem)

CDPD(Ce仙arDigltalPacketData)
* Ethe川etは富士セロックス株式会社の登妄言商標である

区= ネットワークカードの展開

小型･軽量･省電力構造のPCカードに急速に移行しつつある｡

現在,実線枠製品〔(b)参照〕を提供しているが,今後破線枠で示す

高速化製品展開を考えている｡

という米田マイクロソフト社が掟略する"Plug&Play''

の実現を考えている｡サーバ･マルチメディア対応で必

要な高速バスでのネットワークカードは,三呪在のEISA

(ExtelldedISA)ボード製.訂,のほかに,今後小型･省電力

のPCI(PeripheralComponentInterconnect)ボード･

32ビットバスPCカード製品の開発を進めていく｡なお,

※1)PC/ATは,米国柑M祉のl凱山名称である｡

※2)カードサービス,ソケットサービスは,JEIDA/

PCMCIAl)Cカードのためのデバイスドライバで

ある｡
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ISAボードと1)Cカード間のバス変換ボードを製品化し

ており,従米機椎を含めFLORAシリーズ全機種でⅠ)Cカ

ードを使用できるように考えている｡↑彼の課題として

は,さらに′+､三i当･軽量･省乍にノJ化を進めるために一つの

f)Cカードに権数の機能を搭載することを考えている｡

2.2 ネットワーク機能への対応

現れ 通信IHl線はアナログからディジタル化,伝送達

也の-1■7i速化などへ,また墟仁プロトコルはメインフレー

ム小心の小央(ホスト)集小制御型からクライアントサー

バ環境の水二､ド分散型へと過漉伯状況にある｡ネットワー

クカードはこの状況に合わせ調歩同期伝送･ベーシック

制御手順･HNA(lIitachiNetwork Architecture)･

OSI(Ope11SystemIntercollneCti〔)Il)などの対応から

CSS対応まで,多種･多様の品ぞろえを凹り,システムの

l‾l怖な移行を叶能とするようにしている〔図1(b)参照〕｡

なお,カードを制御する各ドライバソフトは業界標準の

さまざまなOS(Operating Systenl),NOS(Network

OS)と連携し,オープンプラットフォームなAPI(Appli-

cationProgranlInterface)で使用できるように,また,

特に尖使川_1∴の性能向_Jlに礼法して開発している｡

同 リモートLANアクセスへの対応

オフィス業務のシステム化,広域化が進むに従って,

遠隔地の小規模な′さキ美帆 出張先,自宅などから事業所

l勺LANのデータベースにアクセスしたり,その他の情報

のやり耽りをする必要件が′Lじてきている｡遠隔地にあ

る′J､規模な営業所では,LANはもとよリルータなどの導

人が砧価となるため,最適なネットワークカードをパソ
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コンに差し込み,拍二接広城川練経由で事業所内LANに接

続する低価格なリモートLANアクセス構築が必妥にな

ってきている(図2参月別｡口_カニ製作所は,このようなシ

ステム構築に通したネットワークカードとして,モデム,

ディジタルセルラー,ISDNなどのPCカードをそろえ,

リモートLANアクセス機能を提供し,CSS上のアプリケ

ーションを,LANの外の遠隔地から通fiil旦J線を通して実

子‾Jて､きるようにしている｡また,ISDNカードは｢叫練交検

のほかにパケット交換をサポートしており,通信データ

の性質にでナわせた経済的なシステム構築が‾口J能である｡

n モバイルコンピューティングへの対応

4.1広域無線環境

Ⅰ〕DA(Ⅰ)ersonalDigitalAssistance),サブノートパソ

コンなど情報端末の小型･軽量化,PDC,f)HSなど無線

インフラストラクチャの整備,情報ハイウェイ,インタ

ーネットなど広域情報サービスの_巾二ち_Lがりを背景とし

て,情報処理満動での｢場所の制約+からの解放を‾吋能

とするモバイルコンピューティングが注Hを浴びつつあ

る(図3参照)｡

モバイルコンピューティングシステム構築のための安

素技術の一つは,無線環境でのデータ通信を吋能とする

無線通信プロトコル技術,および無線通信プロトコルを

搭載した小型端木Iiりけネットワークカードである｡

無線通信プロトコルは無線網の特件(ビット誤り率大･

バースト誤り多)から,従来の有糸削同相の通信プロトコル

とは異なるプロトコル処理が必要である｡ポイントはJ応

答フレームの消滅に対する配慮,ビット誤り訂_‾l_l三符号

クライアント

CSS

日立のパソコン

"FLORA--

TCP/lP･ノベルのNetWarel小1

ODl-コ･ND】S*･‡トライバ

【SDNカード

注=回申□は,ネットワークカードを
示す

注:略語説明ほか

TCPハP(Tr∂nSmlSS】(1rlCロntr()l

Protし)CO小rlternetPrnto〔)Ol)

*1NetWare⑧は,米国N()〉e州nc.

の登録商標である

*20Dlは,Ope[Data-11nklnteト

faceの略称で,米国ノベル

社で定義したデータリンク

層とネットワークカード間

インタフェース規約である

*3NDISは,Network D…e=[-

te｢faceSpeciflCationの略称

であり,米国マイクロソフ

ト社と3Com社で定義した

テ一夕リンク層とネットワー

クカード間インタフェース

の規約である....

図2 CSS構成

ネットワークカードにより,さまざまな通信回線をサポートし,ユーザーの多様なアプリケーションに対応できるネットワークシステム構築

が可能となる｡
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図3 モービルコンピューティングシステム構成

PDC,PHS,無線+ANなど無線通信と有線通信の組み合わせによ

り,屋内･屋外の任意のコンピュータ,携帯端末どうしで通信可能

となり,多様な業務形態に対応できる｡

化,およびインタリーブによるバースト誤りのランダム

誤り化である｡

ネットワークカードの課題は,省電力化とハード量の

最小化である｡[】立製作所はモバイルコンピューティン

グ対応カードとして,ディジタルセルラーカードを開発

している｡このカードには,上記無線通信プロトコルを

搭載するとともに,CPUとして高件能RISC(SHマイコ

ン沖:i))を使用することにより,通常ハードで行っていた

処理のソフト処理化を行い,5mm厚のタイプⅠIPCカー

ドのサイズで実現するとともに,省屯ノJ化(0.5W以下)

をも実現している｡また,将来高機能化に伴う通信プロ

トコルの変更に対しても,ソフトの入れ替えで柔軟に対

応できる構造としている｡

今後,通信車業者からCDPD粥4)のような無線パケット

※3)SHマイコンは,日立製作所のRISC巧竺1チップマイク

ロプロセッサ製品の名称である｡

※4)CDPD(CellularDigitalPacketData)は,既存のアナ

ログセルラー網にパケット通信データをオーバレイす

るための技術であり,米国のセルラー業満とIBM礼に

よって開発された｡
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サービスを提供されることが予想され,これに対応する

ネットワークカードの開発で,モービルコンピューティ

ングの川途がさらに広がると考えている｡

4.2 構内無線環境

CSS,PC LANの普及とともに,オフィスや店舗内で

のLAN導入･レイアウト変更の容易化,携帯型パソコン

で移動しながらの情報利用などのメリットによって,今

後無線LANの大きな普及が見込まれている｡

日立製作所は次の点を考慮した数メガビット/sの2.4

GHzスペクトラム拡散方式無線LAN対J心ネットワーク

カードの製品化を進めている｡

(1)使用上,小型･軽量･省電力化が必要であー),PCカ

ードとする｡

(2)装置間の通信は無線で拍二接結ぶ形態と,有線･無線

を経由する形態の両方を可能とする｡

(3)通常のビジネスアプリケーションを実行するために

十分な実効スループットを実現する｡

(4)複数の無線領域間を移動しながら携帯型端末の操作

ができる｡

(5)有線LANでのアプリケーションソフトを,そのまま

使榊できる｡

(6)盗聴や妨害などに対するセキュリティを考慮する｡

将来課題として,マルチメディアアプリケーションな

どへの利用を可能とする,さらに高速化した無線LANを

考えている｡なお,今後の課題として広域無線,構内無

線の両方で利用可能なPHSに対応するネットワークカ

ードの製品化があげられる｡

8 おわりに

ここでは,コンピュータネットワークシステムの多様

化･高機能化したニーズにこたえたパソコンのネットワ

ークカード開発の一端について述べた｡今後,WAN,

LANの有線通信,無線通信とも,さらに通信メディアの

多様化･高速化･グローバル化が進展し,一方,パソコ

ンの高性能化･高機能化も大きく進むことになる｡

[J立製作所はこのような状況に対し,現行ネットワー

クとの共存･移行を考慮しながら,マルチメディア通信

を含めシームレスに機器間を接続し,アプリケーション

に対し共通･標準のオープンプラットフォームを提供す

るコストパフォーマンスの良いネットワークカードをそ

ろえていくとともに,ユーザーの業務効率向_Lに適応す

る多様なネットワーク構築を提案していく考えである｡




